
建設業は経済・産業の成長・活性化に貢献し、災害発生時には復旧から復興に取り組む産業だ。
いま、その担い手となる技術者・技能者の不足という重大な危機に直面している。
新規入職者が減少するとともに、近い将来には団塊世代を中心にした大量離職が控える。
建設業界は担い手の確保・育成に向けて多くの関係者が課題を共有し、
官民を挙げて積極的な活動を連携して展開している。
本誌では4回にわたり、「担い手の確保と育成」に向けたさまざまな動きを紹介する。確保と育成

建設業界 担い手の特 集
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216万人  

技能者数の推移 大量離職時代の到来

　

我
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
は

二
〇
一
四
年
の
七
、七
六
八
万
人
か
ら

二
〇
二
五
年
に
は
七
、〇
八
五
万
人
へ

と
約
七
〇
〇
万
人
減
少
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
※
。
建
設
業
界
で
は
、
多
年

に
及
ぶ
建
設
投
資
の
減
少
な
ど
を
背
景

と
し
て
若
年
者
の
入
職
が
減
少
。
加
え

て
、
技
能
者
の
高
齢
化
が
極
端
に
進
ん

で
お
り
、
日
建
連
の
推
計
で
は

二
〇
一
四
年
度
の
三
四
三
万
人
か
ら
、

二
〇
二
五
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
に
約

一
二
八
万
人
の
大
量
離
職
が
予
測
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
左
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
わ

か
る
通
り
、
他
産
業
に
比
べ
長
い
労
働

時
間
、
低
い
賃
金
水
準
な
ど
建
設
業
界

の
人
材
確
保
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
建
設
業
界
は
将
来
に
わ
た
っ

て
国
土
の
強
靭
化
と
経
済
の
健
全
な
成

長
に
貢
献
し
、
国
民
の
負
託
に
し
っ
か

り
と
応
え
る
と
い
う
責
務
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
女

性
を
含
め
た
多
く
の
若
年
者
を
建
設
業

界
に
招
き
入
れ
、
絶
え
ず
良
好
な
生
産

体
制
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

担
い
手
確
保
・
育
成
の
背
景

担い手の確保･育成の

課題
人口減少社会を迎え、生産年齢人口は減少の一途をたどる。

建設業界への新規入職者も減少の傾向にあり、建設業の担い手の世代交代、
まさに「若返り」が喫緊の課題となっている。

出典： 上から文部科学省「学校基本調査」及び総務省「労働力調査」、総務省「労働力調
査」、日本建設業連合会推計、厚生労働省「毎月勤労統計調査」（事業所規模３０人以上
の調査）、厚生労働省「賃金構造基本統計調査」

建設業界 担い手の確保と育成特 集

※�出典： 2014年は総務省「人口推計」（12月1日確定値）、2025年は国立社会保障・人口問題研究所
「日本の将来推計人口（2012年1月推計）」（出生中位・死亡中位推計）
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07 建設業界 2016.5 062016.5建設業界



　

技
能
者
の
就
労
環
境
の
悪
化
や
急
激

な
不
足
を
鑑
み
、
国
土
交
通
省
は
「
建

設
産
業
活
性
化
会
議
」
に
お
い
て
総
合

的
な
人
材
確
保
・
育
成
施
策
を
取
り
ま

と
め
る
と
と
も
に
、
厚
生
労
働
省
と
の

連
携
を
深
め
、
人
材
の
確
保
・
育
成
を

目
的
と
し
た
施
策
を
進
め
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
に
は
行
政
機
関
、
建
設
業

者
団
体
、
教
育
機
関
な
ど
が
協
力
し
、

「
建
設
産
業
担
い
手
確
保
・
育
成
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
。
各
地

で
地
域
建
設
業
者
へ
の
指
導
な
ど
、
地

域
・
業
界
ぐ
る
み
で
進
め
て
い
る
人
材

確
保
・
育
成
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
支
援
し
て
い
る
。

　

日
建
連
は
、二
〇
一
五
年
三
月
に「
再

生
と
進
化
に
向
け
て
│
建
設
業
の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
技
能
者
の

処
遇
改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
強
力
に

推
進
し
て
い
る
。

　

行
政
、
業
界
団
体
、
民
間
事
業
者
な

ど
多
く
の
建
設
業
関
係
者
が
課
題
を
共

有
し
、こ
の
一
朝
一
夕
で
は
成
し
得
な
い
、

し
か
し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
材
問

題
の
解
決
に
向
け
て
歩
調
を
合
わ
せ
、

積
極
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

官
民
一
体
で
挑
む

担い手の確保･育成の

ACTION
国土交通省と厚生労働省が連携し、建設業界の人材確保・育成を推進。

日建連においても技能者の就労環境の改善など、
人材確保・育成に積極的に取り組んでいる。

行政のACTION 建設業の人材確保・育成に向けて

日建連のACTION 再生と進化に向けて
─建設業の長期ビジョン─

国土交通省
建設業者団体や企業と連携し、

就労環境の整備や人材確保・育成に
向けた取り組み等を実施

国土交通省と厚生労働省は建設業の人材確保・育成に向けて、社会保険未加入対策や
適切な賃金水準の確保を推進する「魅力ある職場づくり」、若年者の入職や女性の活躍を促進する「人材確保」、
建設業者団体や企業、教育機関などの連携による「人材育成」の3つの視点から対策をとりまとめ、諸施策を実施している。

日建連は、技能者の大量離職時代を乗り切り、未来につながる生産体制を堅持するために、
「若者を中心に90万人（うち女性20万人以上）の新規入職者確保」と「35万人の省人化」を目標とする長期ビジョンを策定し、
担い手の確保・育成と生産性向上を両輪として建設業の再生のための諸活動に積極的に取り組んでいる。

人材［確保］
●�賃金目標の設定

●�「社会保険加入促進要綱」�
 の策定

●�建退共制度の適用促進

●�休日の拡大

●�雇用の安定�
（社員化の推進）

●�下請次数目標の設定

人材［育成］
●�建設キャリアアップシステム
の構築

●�技能者の教育・育成システム�
の整備（建設スキルアップ�
サポート制度）

●�多様な人材の活用�
（外国人技能実習生�
ベストプラクティス表彰）

●�職場環境の改善�
（快適職場表彰）

国土交通省・厚生労働省「建設業の人材確保・育成に向けて（2015年4月24日）」を基に作成

厚生労働省
建設業者団体や企業が、人材確保・
育成等に取り組む際の助成金の支給や
ハローワークにおいて就職支援を実施

建設事業者

建設業の人材確保・育成をサポート

連携

魅力ある職場づくり
技能労働者の処遇を改善し
安心して働けるための

環境整備

人材育成
若年技能労働者等を
育成するための
環境整備

人材確保
建設業への入職を促すため、

建設業の魅力の向上や入職促進に向けた
きめ細かな直接的な取り組みを実施

・ �「女性技能者活用のためのアクションプラン」の策定

・ �「もっと女性が活躍できる建設業を目指して─�
 日建連の決意」の策定

・ �「けんせつ小町工事チーム」の登録

・ �「けんせつ小町活躍現場見学会」の開催

・ �「『けんせつ小町』が働きやすい�
 現場環境整備マニュアル」の策定

・ �「けんせつ小町活躍推進表彰」の実施

�女性活躍推進

「けんせつ小町」は、日建連が定めた
建設業で活躍する女性の愛称です。

建設業界 担い手の確保と育成特 集
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文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆

建設業界へ就職を目指す学生を対象
として毎年開催される、合同企業説
明会「みんなの建設業☆就職フェス
タ」（協力：東京建設業協会）。

就職情報の発信基地「ハローワーク飯田橋」は
都内3カ所の「わかものハローワーク」と連携して建設業界への入職促進を重点的に行っている。　
一方、日建連は2011年から大学生を対象とした「出前講座」を実施。
主に土木分野のプロジェクト、組織体系、業務内容を紹介する講座を
これまでに25の大学で開催し、参加者は3,400名にのぼる。
行政、産業教育の現場を訪ね、それぞれの就職支援、人材確保の最前線を取材すると、
「建設業界の魅力を伝える」という共通テーマが見えてきた。

建設業界の就職最前線を追う

確保と育成建設業界 担い手の特 集 第1回

人材 確保
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技能者 技術者

　

建
設
業
界
に
関
わ
る
「
求
人
」「
求

職
」
の
現
状
に
つ
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
飯
田
橋
で
話
を
伺
っ
た
。
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
に
業
界
関
連
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

資
料
を
並
べ
た
「
建
設
関
連
コ
ー
ナ

ー
」
を
常
設
。
業
界
の
情
報
、
魅
力
の

発
信
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
み
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
難
波
敏
彦
統
括
職
業
指

導
官
は
、
そ
の
背
景
を
こ
う
語
る
。「
こ

こ
で
所
掌
す
る
千
代
田
区
、
中
央
区
に

は
大
手
建
設
会
社
を
は
じ
め
、
求
人
側

の
ニ
ー
ズ
が
多
い
ん
で
す
。
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
企
業
支
援
と
し
て
一
昨
年
か

ら
建
設
業
へ
の
入
職
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
」。
特
定
の
業
界
に
偏
重
す
る
方

針
で
は
な
い
が
、
人
手
不
足
分
野
へ
の

支
援
と
し
て
現
場
見
学
会
、
建
設
業
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
通
し
、
重
点
的
に
建
設

業
へ
の
就
労
を
促
し
て
い
る
と
い
う
。

若
年
層
向
け
の
合
同
就
職
面
接
会
会
場

に
特
別
ブ
ー
ス
を
設
け
、
建
設
業
に
お

け
る
職
種
の
解
説
、
必
要
な
資
格
の
案

内
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

　

東
京
都
に
お
け
る
今
年
二
月
の
全
職

種
の
フ
ル
タ
イ
ム
求
人
数
は
約
二
一
万

　

募
集
す
る
側
に
立
つ
企
業
に
も
き
め

細
か
い
熟
慮
が
必
要
だ
と
話
す
の
は
山

本
伸
夫
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
だ
。「
漫

然
と
募
集
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
求

人
票
を
作
成
す
る
際
に
も
、
建
設
業
の

知
識
や
情
報
を
持
た
な
い
求
職
者
の
立

場
に
立
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
例
え
ば

賃
金
に
し
て
も
『
二
〇
万
〜
五
〇
万

円
』
で
は
、
仕
事
の
内
容
が
想
像
し
に

く
い
。
ま
た
、『
経
験
者
＝
な
お
可
』
と

せ
ず
、
未
経
験
者
と
は
別
枠
で
募
集
す

る
な
ど
、
と
に
か
く
わ
か
り
や
す
い
、

具
体
的
な
情
報
提
供
を
心
が
け
る
べ
き

で
す
」。
そ
の
た
め
、
実
際
の
業
務
の
様

子
を
伝
え
る
写
真
や
、
入
職
後
の
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
詳
細
な
資
料
を
添

付
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
増
加
が
期
待
し
に

く
い
時
代
に
あ
っ
て
、
人
材
確
保
は
他

業
種
と
の
競
争
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
も
情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
が
、
建

設
業
界
に
は
、
そ
れ
を
超
え
る
血
の
通

っ
た
求
人
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

突
出
す
る
建
設
業
界
の

求
人
倍
率

人
、
求
職
者
の
数
は
約
一
三
万
人
で
有

効
求
人
倍
率
は
一
・
六
〇
倍
だ
。
建
設

土
木
系
に
限
る
と
求
人
約
六
、〇
〇
〇

人
に
対
し
て
求
職
者
は
約
一
、四
〇
〇

人
、
倍
率
は
四
・
二
九
倍
と
他
業
種
と

比
較
し
て
も
突
出
し
て
い
る
。
建
築
系

技
術
者
に
至
っ
て
は
六
・
七
四
倍
に
達

す
る
。「
即
戦
力
と
な
る
三
〇
代
の
募

集
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の
層
に
限
定

す
る
と
応
募
が
減
っ
て
し
ま
う
。
二
〇

代
を
含
め
た
募
集
を
促
し
て
い
ま
す
。

若
年
層
を
確
保
し
た
後
の
『
育
て
る
』

と
い
う
視
点
も
大
切
な
ん
で
す
」
と
難

波
氏
は
説
明
し
て
く
れ
た
。
将
来
的
に

維
持
、
補
修
の
工
事
も
増
え
て
く
る
。

長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
採
用
計
画
を

立
て
ら
れ
る
よ
う
、
育
成
に
関
わ
る
助

成
制
度
を
最
大
限
活
用
し
て
欲
し
い
と

話
す
。
若
年
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た

め
に
は
、
建
設
業
の
魅
力
、
意
義
を
正

確
か
つ
深
く
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
。
建
設
業
の
職
種
、
業
務
の
内
容

を
理
解
し
て
い
る
若
者
は
少
な
い
。
合

同
面
接
会
や
説
明
会
を
通
じ
て
、
業
界

の
基
本
的
な
情
報
か
ら
丁
寧
に
解
説
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
場
に
お
け
る
関
連

団
体
、
大
手
建
設
会
社
の
広
報
活
動
に

も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
い
う
。

建
設
会
社
に
求
め
ら
れ
る

き
め
細
か
い
求
人
情
報
の
発
信

厚生労働省 東京労働局
ハローワーク飯田橋
事業所第2部門 
統括職業指導官

難波敏彦
Toshihiko Namba

エントランスに常設さ
れている建設関連コー
ナー。業界関連のパン
フレットや資料が閲覧
できる。

（提供：ハローワーク
飯田橋）

建
設
業
の
職
種
、

業
務
の
内
容
を
丁
寧
に

解
説
す
る
こ
と
が
大
切
。

場見学会後のアンケートでは概ね好印象の回答が多
いのですが、そもそも、建設業界のことを「知らな
い」ということがあります。だから求人票に「玉掛
け」「型枠」という言葉が出てきてもピンとこないん
です。若者の就労観は多様化しています。自分の時
間を確保したい、多少コミュニケーションが苦手と
いった面もあるかもしれませんが、それは決してや
る気がないということではありません。セミナーや
現場見学会では「知らない」からこそ耳を傾け、建設
業界に興味を持ってくれます。建設業界の働き方や
仕事のやりがいなどをイメージできるよう、情報を
発信していくことが重要なのだと思います。

以前のような3Kのイメージは
持っていない。
　若者が建設業界に抱いているイメージは正直なと
ころプラスもマイナスも希薄です。以前のようにい
わゆる３Kの印象も持っていません。セミナーや現
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6

26

50

35

7

とても良い 良い

普通 あまり
良く
ない 悪い

若者が抱く建設業界の就労イメージ

Yuka Ninomiya

新宿わかもの
ハローワーク
雇用指導官

二宮由佳

建設業に対するイメージ ※

※出典：日本建設業連合会「再生と進化に向けて─建設業の長期ビジョン─」

（n=124）

建設業そのものに
対するイメージは、
それほど悪いもの
ではない。

建設業界への入職促
進のために、さまざま
な団体・企業が情報発
信を行っている。

建設業界への
就労を促す

ハローワーク飯田橋

人材［確保］建設業界 担い手の確保と育成特 集
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日
建
連
の
出
前
講
座
は
、
独
自
に
制

作
し
た
映
像
素
材
「
シ
ビ
ル
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
仕
事
」
を
も
と
に
、
建
設
業
界
を

概
観
し
、
講
師
で
あ
る
会
員
企
業
の
現

役
社
員
が
自
ら
の
体
験
を
交
え
、
業
界

の
仕
組
み
、
現
況
を
紹
介
し
て
い
く
。

こ
の
講
座
を
取
り
入
れ
て
い
る
日
本
大

学
生
産
工
学
部
の
山
口
晋
助
教
は
そ
の

開
催
意
義
を
こ
う
話
し
て
く
れ
た
。

「
一
年
生
を
対
象
に
導
入
教
育
と
し
て

出
前
講
座
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
学

生
た
ち
が
土
木
、
建
築
の
『
幅
広
さ
』

を
知
り
、
よ
り
現
実
的
な
情
報
を
体
得

す
る
絶
好
の
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

聴
講
し
た
学
生
か
ら
は
、
建
設
業
の
業

種
や
役
割
が
よ
く
わ
か
り
、「
や
り
が

い
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
声

が
聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
。

　

同
学
で
は
一
年
次
か
ら
ゼ
ミ
が
あ
り
、

入
学
直
後
か
ら
橋
梁
の
模
型
製
作
を
始

め
る
。
土
木
の
実
地
に
触
れ
る
多
彩
な

機
会
を
提
供
し
、
せ
っ
か
く
入
学
し
た

の
に
専
門
科
目
、
実
学
を
学
べ
な
い
と

い
う
状
況
を
打
破
し
た
い
、
と
山
口
助

教
は
語
る
。
三
年
次
に
は
、
二
〇
日
間
、

一
四
〇
時
間
の
生
産
実
習
と
称
す
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
必
修
と
し
て
い
る

こ
と
も
、
早
期
か
ら
土
木
の
現
実
に
触

れ
る
と
い
う
方
針
の
表
れ
だ
。「
出
前
講

座
も
コ
マ
を
設
け
、
業
界
と
タ
ッ
グ
を

組
ん
で
『
授
業
』
と
し
て
の
展
開
も
考

え
ら
れ
る
。
現
役
技
術
者
の
言
葉
は
説

得
力
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
意
味
教
授
の

講
義
よ
り
も
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
ん
で
す
」

と
山
口
助
教
は
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

入
学
直
後
か
ら

リ
ア
ル
な
建
設
業
界
を
伝
え
た
い

　

山
口
助
教
は
学
生
の
就
職
意
識
に
つ

い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
が
強
ま
る
一

方
で
地
元
志
向
も
根
強
い
と
感
じ
て
い

る
。「
地
元
企
業
に
就
職
し
、
故
郷
を
自

分
の
力
で
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
想
い

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
地
方
創
生
に
は

理
想
的
な
志
だ
と
思
い
ま
す
」。
全
国

で
仕
事
を
し
た
後
、
出
身
地
に
近
い
支

店
勤
務
を
望
む
学
生
も
い
る
と
い
う
。

「
教
育
の
場
で
『
国
土
を
創
り
、
守
る
』

と
い
う
意
識
を
深
め
る
た
め
に
は
、
Ｏ

Ｂ
や
建
設
業
界
が
連
携
し
て
『
出
前
講

座
』
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
い
、

『
防
災
』
や
『
再
開
発
』、『
イ
ン
フ
ラ
維

持
保
全
』
な
ど
業
界
の
テ
ー
マ
を
広
め

る
こ
と
が
大
事
に
な
る
と
思
い
ま
す

ね
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

取
材
を
通
し
人
材
確
保
、
入
職
促
進

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が

見
え
て
き
た
。「
連
携
」
も
そ
の
一
つ

だ
。
建
設
業
界
、
行
政
、
教
育
機
関
が

有
機
的
か
つ
体
系
的
に
つ
な
が
り
、
面

的
に
リ
ア
ル
な
情
報
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
で
、
よ
り
実
効
的
な
人
材
確
保
の

道
が
拓
け
る
は
ず
だ
。
主
導
す
る
業
界

が
担
う
役
割
は
大
き
い
。
そ
の
た
め
に

現
在
の
取
組
み
を
継
続
、
高
度
化
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

多
岐
に
わ
た
り

「
地
元
」に
向
か
う
学
生
の
就
職

日本大学生産工学部
助教

山口晋
Shin Yamaguchi

右／学生がつくったブリッジ（提
供：日本大学生産工学部）。
上／一人でも多くの若者に建設業
界を正しく理解し、魅力を感じて
もらえるように制作した「シビル
エンジニアの仕事」。

建
設
業
界
の
幅
広
さ
と

よ
り
現
実
的
な
情
報
を

伝
え
る
機
会
が
大
切
。

学生が希望する就職先の現状

いる学生は意外と少ないんです。建築には設計やデ
ザインの他に、ゼネコンやハウスメーカー、専門工
事業、材料・部材メーカーなど多くの選択肢がある
ことを知りません。高校生だけでなく、進路につい
て大きな影響がある保護者を対象としたコンテンツ
の整備や、伝える側の工夫も求められます。ゼネコ
ンの経営トップが自らの声で語りかける機会があっ
てもいいかもしれませんね。ビル・ゲイツさんだか
ら語れるIT業界というものがあるでしょう。それ
と同じです。建設業界のイロハを早い時期に伝えて
いくことに加えて、受け入れ側のさらなる意識改革
が必要です。

早期に建設業界の
魅力を伝える。

Masato Urae

東洋大学理工学部
教授

浦江真人

　私は東洋大学理工学部建築学科の学生向けの授業
の他に、高校生に向けた学科説明会などで、建設業
界の魅力を伝えています。高校生が進学に際して、
建設業がどんな仕事をしているか、正確に把握して

高校生への建設業界イメージアップ

東洋大学附属
牛久高等学校
での学部・学
科説明会。

提供：日本建設産業職員労働組合協議会

建設業界への
理解を深める
日本大学生産工学部 土木工学科

官公庁
（公務員）

29%

住宅
メーカー 
16%

官公庁（公務員）8%

まだ決めて
いない 13%

設計事務所・
コンサルタント

21%

その他
8%

その他
4%

ゼネコン
31%

ゼネコン
21%

まだ決め
ていない

16%

研究・教育 3%

不動産・デベロッパー 1%

設計事務所・
コンサルタント 10%

道路・鉄道・
電力・ガス等 14%

住宅メーカー 
2%

不動産・
デベロッパー 
3%

建築系
学科

土木系
学科

1年次のゼミで行われる「ブ
リッジコンテスト」。決めら
れた規格内で橋をつくり、デ
ザイン性や耐荷性を競う。コ
ンテストを通して、協働し挑
戦する力が養われていく（提
供：日本大学生産工学部）。

技能者 技術者
人材［確保］建設業界 担い手の確保と育成特 集

（日建協調べ）

建設業界 142016.515 建設業界 2016.5


